
 

 

瀬戸内海の環境の保全に関する岡山県計画の変更について 
 

１ 瀬戸内海の環境の保全に関する岡山県計画変更のポイント 

瀬戸内海環境保全特別措置法第４条第１項の規定により定めるものであり、国が「豊か

な瀬戸内海」を目指し、平成 27年２月に瀬戸内海環境保全基本計画の変更を閣議決定した

ことなどを受けて、瀬戸内海の環境の保全に関する岡山県計画を８年ぶりに変更するもの

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの経緯と今後のスケジュール 

 瀬戸内海の環境の保全に関する岡山県計画（以下「県計画」という。）の変更については、

平成 28年３月に素案を公表し、パブリック・コメントを行うとともに、関係者等からも意

見を聴き、これらを踏まえて別添のとおり県計画（案）を取りまとめた。 

 

    平成 27年   11月 関係者からの意見聴取、協議会の開催 

    平成 28年  １月 骨子の作成 

２月 県環境審議会へ諮問、素案の作成 

３月 パブリック・コメントの実施、協議会の開催 

７月 県環境審議会から答申 

８月 国との協議 

10月 変更計画の決定 

 

３ パブリック・コメント期間中に意見を聴いた関係者等 

播磨灘・備讃瀬戸環境保全岡山県協議会構成団体、岡山県環境審議会水質部会、沿岸

漁業協同組合、国機関、市町村 
 

播磨灘・備讃

瀬戸環境保

全岡山県協

議会 

岡山県漁業協同組合連合会、市立玉野海洋博物館、 

岡山県商工会議所連合会、公益財団法人岡山県環境保全事業団、 

公益財団法人岡山県郷土文化財団、生活協同組合岡山コープ、 

岡山大学理学部附属牛窓臨海実験所、岡山県環境保健センター、 

岡山県農林水産総合センター水産研究所、 

環境省中国四国地方環境事務所、沿岸市 

水質の保全 自然景観の保全 

沿岸域の環境の保全、再生及び創出 水質の保全及び管理 

自然景観及び文化的景観の保全 水産資源の持続的な利用の確保 

○ これまでの計画において期間を設けておらず進捗管理の規定が無かったため、計画の

期間を概ね 10年とし、施策の進捗状況について概ね５年ごとに点検を行うことを明確化 

参考資料 
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国機関 国土交通省中国地方整備局宇野港湾事務所、同水島出張所、 

同岡山河川事務所 

玉野海上保安部、水島海上保安部 

 

４ 寄せられた意見 

（１）件 数 

    16団体・人から 115件の意見が寄せられた。（パブリック・コメントは１件） 
 

項 目 件 数 

全体構成 3 

現状と課題 17 

沿岸域の環境の保全、再生及び創出 8 

水質の保全及び管理 11 

自然景観及び文化的景観の保全 6 

水産資源の持続的な利用の確保 1 

計画の点検 4 

その他（表現の修正等） 65 

合 計 115 

 

（２）主な意見の内容 
 

項 目 意見の概要 県の考え方 

全 体 構 成  「基本的な施策」の項にも現状が

記載されているので、整理すべき。 

「基本的な施策」の項に記載して

いた内容の一部を「現状と課題」の項

に移動するなど、構成を一部変更し

ます。 

現状と課題 海域の基本的な特徴について、背

景地、産業構造、主要港湾、文化、レ

クリエーション等の現状も記載すべ

き。 

「現状と課題」の項に水産業の状

況だけでなく、河川、産業、海運、文

化、レクリエーション等の状況につ

いても記述を追加します。 

新たに形成され、注目を集めてい

る「瀬戸大橋」、「コンビナート景観」

などについても記載すべき。 

新たに形成された景観についても

瀬戸内海の景観の一部であることか

ら、記述を追加します。 

沿岸域の環

境の保全、

再生及び創

出 

河川・森林等は、沿岸域の環境・水

質・生態系と密接に関係しているた

め、三大河川を有する本県において

は河川流域や森林関係者等との連携

を重要視する記述が必要である。 

瀬戸内海の環境保全には上流の関

係者との連携が重要であり、海ごみ

対策や植林活動等による関係者間の

連携の強化に努めることとしており

ます。 
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水質の保全

及び管理 

下水道は公共用水域の適正な栄養

塩管理にも重要な役割を担ってお

り、従来の施策である高度処理の採

用等の他に、調整運転法の検討など

についても取り組むべき。 

湾・灘等ごとの実情に応じた課題

に対応するため、栄養塩量に関する

調査研究や、下水処理場の管理運転

に関する先行事例等の知見を収集

し、影響等を十分検討した上で順応

的な取組を推進することとしており

ます。 

自然景観及

び文化的景

観の保全 

河川等に堆積したごみは、大雨で

下流へ流れてくるため、処理・処分に

苦慮することがある。通常から河川

等のごみを除去しておくための取

組、処理・処分に係る連携を図る協議

会等の設置が必要である。 

県及び市町村で構成する「岡山県

海ごみ対策県市町村連絡調整会議」

を平成 19 年に設置しており、内陸市

町村を含めた連携を図るとともに、

平成 28 年３月に策定した「岡山県海

岸漂着物等対策推進地域計画」に基

づき効果的な対策に取り組むことと

しております。 

水産資源の

持続的な利

用の確保 

水産資源を確保するため、アユ、ウ

ナギ等の海と川を行き来する生物の

移動を向上させるべき。 

海と河川を行き来する魚類等の成

育や繁殖環境を保全するため、生物

の移動に配慮し、水域の連続性の確

保に努めることとし、記述を追加し

ます。 
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瀬戸内海の環境の保全に関する岡山県計画の変更（案）の概要 
 

 第１ 序 説  

１ 計画の趣旨  

瀬戸内海を美しい景勝の地として、また、水産資源の宝庫として、その恵沢を後代に

継承すべく、それにふさわしい環境の確保、維持及び回復を目指して、瀬戸内海の環境

保全に関する施策を推進するための総合的な計画として策定する。 

 

２ 計画の期間  

計画の期間を概ね１０年とし、概ね５年ごとに点検を行い、必要に応じて見直しを行

うものとする。 

 

３ 現状と課題  

岡山県の海域は、面積は比較的狭いが、島しょ部、浅海域、河口部等の多様な地形と

静穏域、瀬戸、汽水域等の様々な環境を有し、水産業、工業、海上交通、観光等の基盤で

あるとともに、島々が形成する多島美、人と自然が形成する人文的景観、自然景観と一

体となっている史跡などがある。しかし、その一方で、藻場・干潟の減少等が問題とな

っている。 

水質については、平成 27年度の環境基準の達成率は、化学的酸素要求量が 30％、全窒

素が 100％、全燐が 87.5％である。 

水産業については、播磨灘ではカキ養殖業やノリ養殖業、備讃瀬戸では漁船漁業のほ

か、一部でノリ、カキの養殖業が営まれているが、近年はノリの色落ちや漁業生産量の

低迷等が問題となっている。 

 

 第２ 計画の目標  

藻場・干潟の減少や漁業生産量の低迷等の課題に対応し、美しい景観・憩い・多様な生物

の生息の場、漁業生産、物流・人流等の多面的価値・機能が発揮された「豊かな瀬戸内海」

の実現を目標とする。 

 

１ 沿岸域の環境の保全、再生及び創出に関する目標  

水質浄化、物質循環及び水生生物の生育の場として重要な藻場・干潟、人と自然のふ

れあいの場や瀬戸内海の景観の一部として重要な自然海岸、魚介類の生息場である海底

の環境等沿岸域の環境が良好に保たれていること。 

 

２ 水質の保全及び管理に関する目標  

水質汚濁等を防止するための対策が計画的に講ぜられ、水質環境基準の達成に努める

とともに、湾・灘等ごとや季節ごとにおける漁業等の地域の実情に応じた水質管理に関

する検討や順応的な取組が進められていること。 
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３ 自然景観及び文化的景観の保全に関する目標  

瀬戸内海の優れた自然景観やこれと一体をなしている文化財等が保全されているとと

もに、地域の自然や文化を活かしたエコツーリズム等が推進されていること。 

 

４ 水産資源の持続的な利用の確保に関する目標  

生物多様性・生物生産性の観点から環境との調和に配慮しつつ、水産動植物の増殖の

推進を図り、水産資源の適切な保存と管理の推進に努めること。 

 

 第３ 目標達成のための基本的な施策  

 自然環境の保全、水質の保全に関する規制等これまでの保全型施策の充実に加え、沿岸域

における良好な環境の再生・創出、生物多様性・生物生産性の確保の観点からの水質の管理、

底質環境の改善等を基本的な考え方として施策を実施するものとする。 

また、施策の実施等に当たっては、漁業や海域環境の特性、地域の実情に応じて行うもの

とし、必要に応じ里海づくりの手法の導入と適切な管理に努めるものとする。 

  

１ 沿岸域の環境の保全、再生及び創出  

○藻場・干潟・砂浜・塩生湿地等の保全  ○自然海岸の保全  

○悪化した底質の改善、窪地対策の推進  ○防潮、養浜等による海岸の管理    

○河川・湖沼関係者との連携       ○海砂利の採取の抑制 

○埋立て及び沿岸域の整備に当たっての環境保全に対する配慮  

 

２ 水質の保全及び管理  

○水質総量削減制度等の実施及び水質の管理  

○下水道等の整備の促進       ○水質及び底質環境の改善  

○有害化学物質等の低減のための対策 ○油等による汚染の防止  

○海水浴場等の保全         ○森林の適正な管理 

 

３ 自然景観及び文化的景観の保全  

○自然公園、緑地等の保全及び史跡、名勝、天然記念物等の保全 

○漂流・漂着・海底ごみ対策の推進 

○漁港、畑、町並み等の文化的景観の保全 ○エコツーリズム等の推進 

    

４ 水産資源の持続的な利用の確保  

○環境との調和に配慮した水産動植物の増殖の推進  

○資源管理型漁業の取組の推進 

 

５ 廃棄物の処理施設の整備及び最終処分場の確保  

○廃棄物の３Ｒ（発生抑制、再使用、再生利用）の促進  

○処理施設の整備 ○最終処分場の確保 
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６ 健全な水循環・物質循環機能の維持・回復  

○藻場及び干潟の保全、森林等の適切な管理による自然浄化能力の維持・回復 

 

７ 島しょ部の環境の保全  

○島しょ部における環境保全の推進 

 

８ 基盤的な施策  

○水質等の監視測定 

○環境保全に関するモニタリング、調査研究及び技術の開発等 

○関係機関等との連携の強化  ○国内外の閉鎖性海域との連携 

○情報提供・広報の充実、普及啓発及び住民参加の推進 

○環境教育・環境学習の推進 

 

 ９ 施策実施上必要な事項  

○施策についての財源確保と積極的な推進 

 

 第４ 計画の点検  

 １ 施策の実施状況及びその効果の把握  

   瀬戸内海の環境保全を推進するため、本計画で定められた施策の実施状況及び環境の

改善状況について、次の指標を用いて把握することにより計画の進捗に係る点検を行い、

施策の効果的な実施を図るものとする。 

 

２ 状況を把握するための主な指標  

（１）主に沿岸域の環境の保全、再生及び創出に関する指標 

   ○藻場・干潟の面積 

○里海の取組箇所数 

○底質改善取組箇所数等 

（２）主に水質の保全及び管理に関する指標 

   ○水質汚濁に係る環境基準達成状況 

○汚水処理人口普及率  

○海水浴場の水質判定基準の達成状況等 

（３）主に自然景観及び文化的景観の保全に関する指標 

   ○国立公園利用者数 

○保安林指定面積  

○史跡、名勝、天然記念物等の国・自治体指定件数等 

（４）主に水産資源の持続的な利用の確保に関する指標 

○漁業生産量 

○海域のクロロフィル a、栄養塩 

○漁場環境等整備事業実施箇所数等 

 

３ 指標の現状値  

   各指標について、現時点の数値、取組内容等を記載 
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（
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案
）

の
該
当
部
分

計
画
（
素
案
）
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内
容

1
全
体
構

成
協

議
会

全
体

①
冒
頭
に
現
状
の
項
目
が
あ
る
が
、
施
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の
部
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に
も
現
状
の
記
述
が
多
く
あ
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の
で
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け
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。
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。
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。
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。
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踏
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6
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過
去
に
お
い
て
大
規
模
な
砂
利
採
取
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
こ
こ
に
記
述
す
べ
き
だ
が
、
底
質
の
悪
化
は
こ
こ
よ
り

水
質
の
と
こ
ろ
で
関
連
づ
け
て
記
載
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

第
1
の
3
の
(
1
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

7
現
状
と

課
題

協
議

会
全
体

「
現
状
と
課
題
」
で
記
述
す
べ
き
こ
と
と
、
Ｐ
１
０
以
降
の
「
目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
的
な
施
策
」
で
記
述
し

て
い
る
現
況
部
分
と
が
あ
り
、
整
理
が
必
要
。

　
で
き
る
だ
け
、
「
現
状
と
課
題
」
で
、
現
況
の
評
価
と
課
題
の
抽
出
は
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

第
1
の
3

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

8
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(1
)

　
湾
灘
ご
と
で
触
れ
る
部
分
と
総
合
的
な
記
述
と
の
再
整
理
を
検
討
さ
れ
た
い
。

な
お
、
過
去
の
埋
め
立
て
面
積
の
推
移
や
評
価
を
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
大
阪
湾
を
除
き
瀬
戸
内
海
最
大
の
工
業

地
帯

で
あ

る
こ

と
を

明
記

し
た

方
が

良
い

の
で

は
（

そ
の

他
の

沿
岸

部
の

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

工
場

立
地

に
も

触
れ

る
？
）

第
1
の
3
の
(
7
)

の
イ

　
意
見
を
踏
ま
え
て
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
つ
い
て
記
述

を
修
正
。

　
埋
立
て
面
積
の
推
移
は
指
標
と
し
て
掲
載

9
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(3
)

　
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
指
定
自
体
が
人
文
景
観
を
考
慮

「
こ
れ
ら
の
優
れ
た
自
然
景
観
・
・
・
」
⇒
「
こ
れ
ら
の
優
れ
た
景
観
地
域
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
自
然
景
観
と
、
一

体
と
な
っ
て
い
る
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
等
や
港
、
町
並
み
な
ど
が
形
成
す
る
文
化
的
景
観
を
、
と
も
に
適
切

に
保
全
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
1
の
3
の
(
4
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

10
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(3
)

新
た
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て
い
る
「
瀬
戸
大
橋
」
等
や
「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
景
観
」
に
つ
い
て
記
述

す
べ
き
。
（
「
景
観
計
画
」
で
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
）

第
1
の
3
の
(
4
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
岡
山
県
計
画
の
変
更
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見

7



11
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(3
)

ゴ
ミ
の
問
題
は
景
観
以
外
の
環
境
影
響
が
あ
る
た
め
、
項
起
こ
し
を
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。
（
施
策
で
も
取
り

上
げ
て
い
る
）

第
1
の
3
の
(
5
)

意
見
を
踏
ま
え
て
、
海
域
の
現
状
と
課
題
に
項
目
立
て
て

記
載
。

12
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(3
)

国
の

湾
灘

関
係

資
料

に
準

じ
て

、
漁

業
以

外
の

産
業

に
つ

い
て

の
記

述
を

起
こ

し
、

沿
岸

都
市

部
の

工
場

出
荷

額
、
発
電
所
の
稼
働
状
況
、
主
要
港
湾
・
航
路
の
状
況
を
記
述
す
べ
き
（
総
論
と
湾
灘
で
の
記
述
の
書
き
分
け
も
要

検
討
）

施
策
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
」
に
関
連
し
て
沿
岸
部
や
島
嶼
部
の
主
要
観
光
地
の
観
光
客
の
動
向
、
特
筆
す
べ

き
こ
と
と
し
て
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
に
も
項
を
起
こ
し
て
触
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
1
の
3
の

(
4
)
、
(
6
)
、

(
7
)

意
見
を
踏
ま
え
て
、
沿
岸
域
の
産
業
等
の
状
況
に
沿
岸
部

の
製
品
出
荷
額
な
ど
を
、
景
観
と
文
化
の
部
分
に
観
光
客
の

動
向
な
ど
を
記
載
す
る
。

13
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(5
)

　
県
境
を
い
れ
た
地
図
が
な
い
と
わ
か
り
に
く
い
。
（
少
な
く
と
も
一
般
県
民
に
）

　
児
島
湾
と
書
き
分
け
す
る
こ
と
。
（
「
児
島
湾
周
辺
」
は
わ
か
り
に
く
い
⇒
「
１
級
河
川
で
あ
る
・
・
・
⇒
本
県

の
３
大
河
川
の
う
ち
、
吉
井
川
、
旭
川
が
児
島
湾
を
通
じ
て
流
入
し
」
等
）

　
記
述
の
仕
方
を
再
検
討
、
海
域
の
基
本
的
な
特
徴
（
自
然
環
境
を
含
む
）
、
背
景
地
の
状
況
（
流
入
主
要
河
川
及

び
そ
の
諸
元
、
そ
の
流
域
の
土
地
利
用
や
産
業
構
造
、
人
工
島
の
特
性
等
）
、
漁
業
の
状
況
、
主
要
港
湾
、
主
要
航

路
、
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
概
ね
こ
の
順
番
で
、
概
論
部
分
の
記
述
よ
り
掘
り
下
げ
て
書
き
込
む
べ

き
と
考
え
る
。

　
国
の
湾
灘
関
係
資
料
を
参
考
に
載
せ
忘
れ
の
無
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
（
記
述
項
目
も
検
討
し
て
下
さ
い
）

第
1
の
3
の
(
7
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

14
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(5
)

　
地
図
、
構
成
等
、
播
磨
灘
に
同
じ
。

　
瀬
戸
内
海
最
大
の
ア
マ
モ
場
「
味
野
湾
の
ア
マ
モ
場
」
は
こ
こ
で
記
載
し
て
お
く
べ
き
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
、
「
自
然
と
の
共
生
戦
略
」
に
あ
る
沿
岸
部
の
主
要
観
光
地
（
海
水
浴
場
等
を
含

む
）
と
と
も
に
記
述
し
て
お
く
べ
き

第
1
の
3
の
(
7
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
、
播
磨
灘
、
備
讃
瀬
戸
と
も
に
ア
マ
モ

場
に
つ
い
て
記
述
を
追
加
す
る
。

15
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(5
)

　
そ
れ
ぞ
れ
の
湾
の
特
徴
を
書
き
分
け
る
。
（
埋
め
立
て
干
拓
等
成
立
の
過
程
も
書
き
込
む
）

　
例
え
ば
、
片
上
湾
＝
大
き
な
流
入
河
川
が
な
い
等
を
含
め
て
・
・
・
２
つ
の
灘
に
順
じ
た
記
載
が
望
ま
し
い
。

　
ち
な
み
に
、
児
島
湾
の
高
島
は
「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
特
別
地
域
」
で
す
。

「
笠
岡
湾
は
カ
ブ
ト
ガ
ニ
生
息
地
と
し
て
」
⇒
「
笠
岡
湾
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
繁
殖
地
は
天
然
記
念
物
」
と
し
て

第
1
の
3
の
(
7
)

意
見
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
湾
の
特
徴
の
記
述
を
追

加
す
る
。

16
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(5
)
　
項
立
て
す
る
よ
り
、
灘
も
し
く
は
湾
の
と
こ
ろ
で
記
述
整
理
が
良
い
の
で
は
。

　
例
え
ば
高
梁
川
河
口
や
児
島
湾
内
の
干
潟
（
水
門
湾
の
干
潟
等
）
に
関
し
て
特
筆
し
て
記
述
す
る
。

第
1
の
3
の
(
7
)
　
大
河
川
を
有
す
る
岡
山
県
の
特
徴
的
な
環
境
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
独
立
し
た
項
に
記
述
し
て
い
る
。

17
現
状
と

課
題

協
議

会
第
1の

4の
(5
)

Ｐ
９
-
３
(
５
)
で
目
標
と
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
現
況
課
題
分
析
が
Ｐ
２
か
ら
は
じ
ま
る
「
現
状

と
課
題
」
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

主
要
な
観
光
地
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
、
海
水
浴
や
潮
干
狩
り
の
場
、
水
族
館
や
国
立
公
園
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、

「
自
然
と
の
共
生
戦
略
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
体
験
研
修
施
設
等
を
ま
と
め
て
記
載
す
べ
き
。

そ
の
際
、
全
体
像
と
湾
灘
の
特
徴
と
し
て
記
載
す
べ
き
項
目
は
整
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
こ
の
整
理
は
他
項

目
で
も
重
要
）

第
1
の
3
の

(
4
)
、
(
7
)

　
意
見
を
踏
ま
え
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
体
験
施
設
な
ど

の
記
述
を
追
加

18
現
状
と

課
題

協
議

会
第
3の

1の
(1
)

こ
れ
以
前
に
ガ
ラ
モ
場
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
「
現
状
と
課
題
」
部
分
で
き
ち
ん
と
評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

第
1
の
3
の
(
3
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
現
状
と
課
題
に
記
述
を
追
加

19
現
状
と

課
題

協
議

会
第
3の

1の
(2
)
　
「
現
状
と
課
題
」
部
分
で
既
指
定
の
８
地
区
に
つ
い
て
は
、
指
定
理
由
や
概
要
等
を
含
め
記
述
し
て
お
く
べ
き
。

既
指
定
区
域
の
継
続
運
用
だ
け
で
無
く
、
瀬
戸
内
海
最
大
の
ア
マ
モ
場
や
本
県
最
大
の
干
潟
の
保
全
に
向
け
た
こ

の
制
度
の
適
用
の
検
討
な
ど
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん
で
記
述
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
4
の
3
の
指

標
5

　
指
定
理
由
等
を
指
標
の
表
に
追
加

8



20
現
状
と

課
題

協
議

会
第
3の

2の
(1
)

　
図
に
県
境
の
表
示
を
。

　
な
お
、
こ
れ
以
下
の
図
表
は
、
現
状
と
課
題
部
分
に
お
い
て
検
討
評
価
す
べ
き
。

併
せ
て
、
他
の
海
域
に
比
し
て
、
岡
山
県
の
陸
水
（
３
大
河
川
等
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ

を
掲
載
で
き
な
い
か
。

第
1
の
3
の
(
2
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

21

沿
岸
域
の

環
境
の
保

全
、
再
生

及
び
創
出

水
質

部
会

第
3の

1の
(5
)
　
「
最
小
限
の
採
取
量
並
び
に
影
響
を
・
・
・
」
は
「
必
要
最
小
限
の
量
に
留
め
る
と
と
も
に
海
域
環
境
や
水
産
資

源
に
与
え
る
影
響
が
少
な
い
位
置
・
・
・
・
・
・
」
と
す
る
。

第
3
の
1
の
(
5
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

22

沿
岸
域
の

環
境
の
保

全
、
再
生

及
び
創
出

協
議

会
第
3の

1
　
航
路
浚
渫
に
関
す
る
記
述
を
行
う
べ
き
。

第
3
の
1

　
平
成
1
5
年
以
降
禁
止
さ
れ
た
海
砂
利
採
取
に
つ
い
て
の
記

述
と
し
て
い
る
。

23

沿
岸
域
の

環
境
の
保

全
、
再
生

及
び
創
出

協
議

会
第
2
の
1
の

（
1）

「
・
・
・
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
再
生
・
創
出
の
た
め
・
・
・
」
⇒
「
・
・
・
ま
た
、
で
き
る
だ
け
再
生
・
創
出

の
た
め
・
・
・
」
が
適
切
で
は
な
い
か
。

※
「
必
要
に
応
じ
て
」
と
す
る
場
合
、
必
要
性
に
関
す
る
科
学
的
判
断
は
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か
。

第
2
の
1
の
(
1
)
　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

24

沿
岸
域
の

環
境
の
保

全
、
再
生

及
び
創
出

協
議

会
第
2
の
1
の

（
3）

「
・
・
・
必
要
に
応
じ
、
そ
の
悪
影
響
を
・
・
・
」
⇒
「
・
・
・
で
き
る
だ
け
そ
の
悪
影
響
を
・
・
・
」
が
適
切

で
は
な
い
か
。

※
「
必
要
に
応
じ
て
」
と
す
る
場
合
、
必
要
性
に
関
す
る
科
学
的
判
断
は
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か
。

第
2
の
1
の
(
3
)
　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

25

沿
岸
域
の

環
境
の
保

全
、
再
生

及
び
創
出

協
議

会
第
3
の
1
の

（
7）

「
・
・
・
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
⇒
「
・
・
・
環
境
へ
の
配
慮
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。
」

第
3
の
1
の
(
7
)
　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

26

沿
岸
域
の

環
境
の
保

全
、
再
生

及
び
創
出

協
議

会
第
3
の
1
の

（
7）

「
・
・
・
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
⇒
「
・
・
・
環
境
と
の
調
和
に
で
き
る
だ

け
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
」

第
3
の
1
の
(
7
)
　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

27

沿
岸
域
の

環
境
の
保

全
、
再
生

及
び
創
出

協
議

会
第
3の

1の
(5
)
　
航
路
浚
渫
に
つ
い
て
、
記
述
す
べ
き
で
は
？

第
3
の
1
の
(
5
)
　
平
成
1
5
年
以
降
禁
止
さ
れ
た
海
砂
利
採
取
に
つ
い
て
の
記

述
と
し
て
い
る
。

28

沿
岸
域
の

環
境
の
保

全
、
再
生

及
び
創
出

協
議

会
第
2の

1の
(4
)

高
梁
川
河
口
部
周
辺
に
位
置
す
る
水
島
港
は
国
際
戦
略
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
国
の
重
要
港
湾
と
し
て
の
位

置
づ
け
が
あ
る
大
型
船
舶
が
多
数
来
港
す
る
重
要
な
港
湾
で
あ
る
が
、
河
口
部
周
辺
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
定
期

的
な
航
路
浚
渫
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
航
路
浚
渫
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
計
画
上
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
。
（
河
川
閉
塞
対
策
で
は
な
い
と
思
う
が
）

第
2
の
1
の
(
4
)
　
平
成
1
5
年
以
降
禁
止
さ
れ
た
海
砂
利
採
取
に
つ
い
て
の
記

述
と
し
て
い
る
。

29
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
第
3の

2の
(1
)

赤
潮
の
発
生
に
つ
い
て
、
「
一
時
期
に
比
べ
て
減
少
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
赤
潮
が
発
生
し
た
年
代
を
具
体
的

に
記

載
し

た
方

が
比

較
し

て
い

る
時

期
が

わ
か

り
、

具
体

的
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。
（

例
）

「
昭

和
○

○
年

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
」

第
3
の
2
の
(
1
)

の
カ

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

30
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
第
3
の
2
の
(1
)

の
イ

協
定
に
基
づ
く
事
前
協
議
、
水
島
臨
海
工
業
地
帯
で
の
汚
濁
負
荷
量
の
配
分
な
ど
の
上
乗
せ
の
規
制
を
実
施
し
て

い
る
旨
と
、
今
後
も
実
施
し
て
い
く
旨
を
記
載
す
る
。

第
3
の
2
の
(
1
)

の
イ

　
排
水
規
制
等
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
修
正
し
な
い
。

31
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
第
3
の
2
の
(1
)

の
イ

　
倉
敷
市
に
お
い
て
も
、
公
害
防
止
資
金
貸
付
制
度
に
よ
り
、
融
資
や
利
子
補
給
に
よ
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
3
の
2
の
(
1
)

の
イ

　
環
境
保
全
資
金
な
ど
の
融
資
制
度
等
に
含
ま
れ
る
も
の
と

し
て
修
正
し
な
い
。
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32
水
質
の

保
全
及

び
管
理

水
質

部
会

第
3
の
2
の
(2
)

の
ア

下
水
道
は
公
共
水
域
の
適
性
な
栄
養
塩
管
理
に
つ
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
従
来
の
延
長
線
上
の
高

度
処
理
の
採
用
の
ほ
か
に
、
高
度
処
理
の
調
整
運
転
法
の
検
討
な
ど
に
つ
い
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
兵
庫
県
や
四
国
側
で
試
行
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
岡
山
県
に
お
い
て
も
避
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

第
3
の
2
の
(
1
)

の
キ

　
湾
・
灘
等
ご
と
の
実
情
に
応
じ
た
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
栄
養
塩
量
に
関
す
る
調
査
研
究
や
、
下
水
処
理
場
の
管

理
運
転
に
関
す
る
先
行
事
例
等
の
知
見
を
収
集
し
、
影
響
等

を
十
分
検
討
し
た
上
で
順
応
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

33
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
第
3
の
2
の
(1
)

の
キ

　
水
質
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
規
制
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
行
う
必
要
が
あ
る
旨
を
記
載
す
る
。

第
3
の
2
の
(
1
)

の
キ

　
「
規
制
と
の
バ
ラ
ン
ス
」
の
考
慮
は
、
影
響
と
実
行
可
能

性
の
検
討
に
含
ま
れ
る
た
め
、
修
正
し
な
い
。

34
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
第

３
の

２
の

（
１
）
の
キ

「
・
・
・
順
応
的
な
取
組
み
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
⇒
「
・
・
・
順
応
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
も

の
と
す
る
。
」

第
3
の
2
の
(
1
)

の
キ

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

35
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
河
川
森
林
と

の
連
携

河
川

・
森

林
か

ら
流

入
す

る
水

・
養

分
等

は
、

沿
岸

域
の

環
境

・
水

質
・

生
態

系
と

密
接

に
関

係
し

て
い

る
た

め
、
旭
川
・
吉
井
川
・
高
梁
川
の
3大

河
川
を
有
す
る
当
県
に
お
い
て
は
、
河
川
流
域
や
森
林
関
係
者
等
と
の
連
携
を

重
要
視
す
る
具
体
的
な
記
述
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

第
3
の
1
の
(
8
)

　
県
及
び
市
町
村
で
構
成
す
る
「
岡
山
県
海
ご
み
対
策
市
町

村
連
絡
調
整
会
議
」
を
平
成
1
9
年
に
設
置
し
て
お
り
、
内
陸

市
町
村
を
含
め
た
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
2
8
年
3
月

に
策
定
し
た
「
岡
山
県
海
岸
漂
着
物
等
対
策
推
進
地
域
計

画
」
に
基
づ
き
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。

36
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
第
2の

2の
(7
)

「
森
林
は
・
・
・
」
、
こ
の
文
章
の
最
も
重
要
な
論
点
が
、
魚
付
き
保
安
林
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
栄
養
塩
の
供
給
に

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
明
確
に
し
た
上
で
「
４
　
水
産
資
源
の
持
続
的
・
・
」
に
移
す
べ
き
で
は
？

な
お
、
国
の
計
画
に
は
無
い
よ
う
な
の
で
、
協
議
会
の
場
で
申
し
上
げ
た
よ
う
、
県
計
画
で
取
り
上
げ
た
趣
旨
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
2
の
2
の
(
7
)

　
H
4
、
H
9
の
変
更
時
は
記
載
が
無
か
っ
た
が
、
H
1
4
の
変
更

時
に
治
山
課
の
意
見
で
記
載
し
た
。

　
「
森
林
が
有
す
る
公
益
的
機
能
の
補
足
説
明
」
の
た
め
新

規
に
項
目
立
て
し
た
。
施
策
は
(
4
)
そ
の
他
の
措
置
に
記

載
。

　
（
記
載
の
趣
旨
）
こ
の
内
容
は
、
平
成
1
3
年
1
1
月
1
日
に

日
本
学
術
会
議
に
お
い
て
「
地
球
環
境
・
人
間
生
活
に
係
る

農
業
及
び
森
林
の
多
面
的
な
機
能
の
評
価
に
つ
い
て
」
と
し

て
答
申
さ
れ
て
い
る
中
な
ど
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

37
水
質
の

保
全
及

び
管
理

市
町

村
第
3の

2の
(1
)
水
質
調
査
地
点
を
地
図
上
に
入
れ
た
資
料
を
追
加
す
べ
き

第
1
の
3
の
(
2
)
　
水
質
測
定
計
画
の
資
料
を
毎
年
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

し
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

38
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
第
3の

8の
(3
)

瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
に
は
、
沿
岸
域
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
地
と
な
る
河
川
流
域
の
内
陸
部
も
大
き
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
こ
広
域
連
携
の
項
に
は
、
内
陸
部
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
書
き
込
む
べ
き
。

第
1
の
1

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

39
水
質
の

保
全
及

び
管
理

協
議

会
第
3の

8の
(1
)
　
発
生
源
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
立
入
・
測
定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
。

第
3
の
8
の
(
1
)
　
「
計
画
的
な
立
入
・
測
定
」
制
度
の
運
用
に
含
ま
れ
て
い

る
た
め
修
正
し
な
い
。

40

自
然
景
観

の
保
全
及

び
文
化
的

景
観
の
保

全

協
議

会
第
3の

1の
(8
)

河
川
流
域
・
湖
沼
関
係
者
と
の
連
携
は
、
広
域
連
携
に
係
る
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
８
基
盤
的
施
策
」
Ｐ
３

１
，
（
３
）
の
中
で
記
述
す
べ
き
。

　
な
お
、
海
ゴ
ミ
の
問
題
な
ど
は
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
記
述
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
3
の
1
の
(
8
)

第
1
の
3
の
(
5
)

　
沿
岸
域
の
環
境
保
全
に
河
川
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
を
強
調
す
る
た
め
、
こ
の
部
分
に
記
載
す
る
。

　
海
ご
み
に
つ
い
て
、
施
策
の
部
分
に
記
述
を
追
加
。

41

自
然
景
観

の
保
全
及

び
文
化
的

景
観
の
保

全

協
議

会
第
3の

3の
(2
)

現
況
部
分
は
、
「
現
況
と
課
題
」
で
記
述
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
植
生
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
疑
義
が

あ
る
。
海
岸
部
の
「
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
」
も
多
く
は
松
食
い
虫
の
関
係
で
消
失
し
て
い
る
し
、
本
来
の
自
然
植

生
の
構
成
種
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
。
「
自
然
と
の
共
生
戦
略
」
と
の
記
述
の
整
合
を
図
る
べ
き
。

第
3
の
3
の
(
2
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正
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42

自
然
景
観

の
保
全
及

び
文
化
的

景
観
の
保

全

協
議

会
第
3の

3の
(2
)

の
ア

　
一
般
的
に
は
「
林
地
の
確
保
」
で
は
な
く
、
「
森
林
の
保
全
」
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
景
観
法
に
基
づ
く
規
制
（
指
標
に
も
景
観
団
体
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
）

こ
の
計
画
の
目
的
で
あ
る
「
瀬
戸
内
海
特
有
の
自
然
景
観
及
び
文
化
的
景
観
の
保
全
」
の
う
ち
、
こ
の
項
目
の
対
象

で
あ
る
「
森
林
の
保
全
」
と
ど
う
リ
ン
ク
す
る
の
か
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
記
述
す
べ
き
。

第
3
の
3
の
(
2
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

　
ま
た
、
（
2
）
に
関
連
性
を
記
載
し
て
い
る
。

43

自
然
景
観

の
保
全
及

び
文
化
的

景
観
の
保

全

協
議

会
第
3の

3の
(5
)
　
水
族
館
や
国
立
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
自
然
体
験
施
設
の
活
用
等
も
記
述
す
べ
き
。

第
3
の
3
の
(
5
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

44

自
然
景
観

の
保
全
及

び
文
化
的

景
観
の
保

全

協
議

会
第
3の

3の
(4
)

現
在
、
県
内
の
海
域
に
は
、
吉
井
川
、
旭
川
及
び
高
梁
川
と
い
っ
た
大
河
川
が
流
入
し
て
お
り
、
ダ
ム
か
ら
の
計

画
的
な
放
流
は
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
台
風
等
の
災
害
時
に
は
突
発
的
に
増
水
し
た
水
と
一
緒
に
漂
流
・
漂
着
ご
み
も
一
気
に
下
流
に
流
れ
て

く
る
。
市
で
は
、
そ
う
い
っ
た
ご
み
の
処
理
・
処
分
に
は
大
変
苦
慮
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
災
害
時
に
備
え
て
、
普
段
か
ら
放
流
す
る
河
川
や
河
川
敷
を
キ
レ
イ
に
保
つ
こ
と
と
、
流
入
し
て
き

た
ご
み
の
処
理
・
処
分
の
適
正
化
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
市
と
し
て
は
2点

を
要
望
す
る
。

ひ
と
つ
は
、
放
流
す
る
河
川
や
河
川
敷
を
キ
レ
イ
に
保
つ
対
策
と
し
て
、
定
期
的
な
清
掃
活
動
の
実
施
や
、
河
川

に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
な
啓
発
看
板
の
設
置
と
い
っ
た
啓
発
活
動
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
流
入
し
て
き
た
ご
み
の
処
理
、
処
分
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
自
治
体
、
管
理
者
と
話

を
す
る
場
が
必
要
と
考
え
、
協
議
会
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
も
対
応
し
得
る
計
画
に
な
る
と
考
え
る
。

第
3
の
3
の
(
4
)

　
県
及
び
市
町
村
で
構
成
す
る
「
岡
山
県
海
ご
み
対
策
市
町

村
連
絡
調
整
会
議
」
を
平
成
1
9
年
に
設
置
し
て
お
り
、
内
陸

市
町
村
を
含
め
た
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
2
8
年
3
月

に
策
定
し
た
「
岡
山
県
海
岸
漂
着
物
等
対
策
推
進
地
域
計

画
」
に
基
づ
き
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。

45

自
然
景
観

の
保
全
及

び
文
化
的

景
観
の
保

全

協
議

会
第
3
の
3
の

（
4）

「
漂
流
・
漂
着
・
海
底
ご
み
」
の
対
策
に
つ
い
て
は
，
「
岡
山
県
海
岸
漂
着
物
等
対
策
推
進
地
域
計
画
」
が
平
成

２
８
年
３
月
３
１
日
に
策
定
さ
れ
，
そ
の
中
で
適
正
な
処
理
を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
，
そ
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
記
述
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

第
3
の
3
の
(
4
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

46

水
産
資

源
の
持

続
的
な

利
用
の

確
保

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
第
4

　
鮎
、
ウ
ナ
ギ
等
の
川
と
海
を
行
き
来
す
る
水
産
資
源
の
確
保
も
視
野
に
入
れ
て
も
よ
い
の
で
は
？

　
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
潮
止
め
せ
き
の
魚
道
の
整
備
管
理
を
行
い
上
記
の
生
物
の
移
動
を
向
上
さ
せ
る
。

結
果
と
し
て
海
域
の
生
物
多
様
性
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
生
物
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
物
質
循
環
の
増
加
に
よ

る
浄
化
能
力
ア
ッ
プ
も
期
待
で
き
る
。

第
3
の
4

　
海
と
河
川
を
行
き
来
す
る
魚
類
等
の
成
育
や
繁
殖
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
生
物
の
移
動
に
配
慮
し
、
水
域
の
連
続
性

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

47
計
画
の

点
検

水
質

部
会

第
4

備
讃
瀬
戸
を
中
心
と
す
る
瀬
戸
内
海
を
対
象
と
し
て
、
施
策
の
実
施
状
況
と
効
果
と
の
関
係
の
把
握
に
努
め
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
4

　
各
施
策
に
係
る
指
標
等
を
用
い
て
取
組
の
状
況
を
把
握

し
、
計
画
の
点
検
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

48
計
画
の

点
検

協
議

会
第
4の

3の
指

標
28

ど
の
よ
う
な
選
定
基
準
か
不
明
で
す
が
、
「
白
石
島
の
虫
送
り
」
や
「
牛
窓
の
舟
形
だ
ん
じ
り
巡
行
」
も
該
当
す
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

第
4
の
3
の
指

標
2
9

　
関
係
市
か
ら
の
回
答
が
あ
っ
た
行
事
を
記
載
し
て
い
る
。

49
計
画
の

点
検

協
議

会
第
4の

2
「
主
に
沿
岸
域
の
環
境
の
保
全
、
再
生
、
及
び
創
出
に
関
す
る
目
標
」
に
「
海
岸
生
物
の
出
現
数
・
個
体
数
」
を

加
え
て
は
ど
う
か

　
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
調
査
が
無
い
の
で
、
指
標
は

設
定
し
な
い
が
、
環
境
省
な
ど
の
調
査
に
協
力
す
る
な
ど
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

50
計
画
の

点
検

協
議

会
第
4

　
指
標
の
目
標
値
は
不
要
か

第
4

　
各
施
策
に
係
る
指
標
等
を
用
い
て
取
組
の
状
況
を
把
握

し
、
計
画
の
点
検
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

51
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

1の
(1
)
「
塩
性
植
物
」
→
「
塩
生
植
物
」

「
塩
生
湿
地
」
→
「
塩
性
湿
地
」

第
3
の
1
の
(
1
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

52
そ
の
他

水
質

部
会

第
1
の
4
の
(5
)

の
ア

　
瀬
戸
内
市
の
邑
久
の
塩
性
湿
地

「
の
」
が
続
く
の
で
1つ

カ
ッ
ト

第
1
の
3
の
(
3
)

の
ア
他

　
平
成
2
8
年
4
月
の
重
要
湿
地
見
直
し
の
公
表
に
伴
い
「
錦

海
塩
田
跡
地
」
に
修
正
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53
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

2の
(1
)

　
CO
Dの

75
％
値
で
見
る
と
、
環
境
基
準
A類

型
海
域
で
2.
0m
g/
L～

3.
0m
g/
L、

B類
型
海
域
で
2.
7m
g/
L～

4.
6m
g/
L・

・
・
・
、
環
境
基
準
達
成
率
は
、
A類

型
0％

、
B類

型
0％

・
・
・
る
。

　
75
％
値
と
し
て
2.
0ｍ

g/
Lの

値
が
、
B類

型
で
は
2.
7m
g/
Lの

値
が
得
ら
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
達
成
率
が
0
％
で
あ

る
の
か
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
記
述
に
改
善
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
1
の
3
の
(
2
)
　
環
境
基
準
と
達
成
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
用
語
集
に
記

載
す
る
。

54
そ
の
他

水
質

部
会

第
1の

１
　
「
回
復
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
」
と
あ
る
が
「
目
途
」
は
よ
り
平
易
な
言
葉
に
し
た
方
が
良
い
。
「
目
標
」
で

は
ダ
メ
か
？
他
の
文
で
は
す
べ
て
「
目
標
」
を
使
っ
て
い
る
。

第
1
の
1

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

55
そ
の
他

水
質

部
会

第
1の

4の
(5
)
　
こ
の
段
落
は
水
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
底
質
の
悪
化
は
次
の
「
沿
岸
部
の
環
境
は
」
の
段
落

に
移
動
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
干
潟
ア
マ
モ
場
、
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
自
生
地
は
「
沿
岸
部
の
環
境
」
の
段
落
に
入
れ
る

の
は
不
適
で
は
な
い
か
。

第
1
の
3
の
(
7
)
　
底
質
の
悪
化
に
関
す
る
記
述
を
沿
岸
域
の
環
境
の
部
分
に

移
動
す
る
。

56
そ
の
他

水
質

部
会

第
2

　
「
貴
重
な
水
産
資
源
の
宝
庫
で
あ
り
」
を
「
且
つ
貴
重
な
水
産
資
源
の
宝
庫
で
あ
り
」
と
す
る
。

第
2

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

57
そ
の
他

水
質

部
会

第
2

　
「
藻
場
・
干
潟
等
」
と
な
っ
て
い
る
が
「
等
」
は
何
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
藻
場
・
干
潟
は
物
質
循

環
機
能
を
備
え
て
い
る
と
あ
り
、
こ
れ
ら
が
減
少
し
て
い
る
と
言
う
現
状
は
分
か
る
が
、
そ
の
次
に
も
「
円
滑
な
物

質
循
環
の
確
保
等
」
と
あ
る
が
こ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
言
う
の
か
。
こ
の
段
落
は
理
解
し
に
く

い
。

第
2

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

58
そ
の
他

水
質

部
会

第
2

　
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
は
最
近
の
造
語
か
？

第
2

　
概
念
は
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
2
0
0
0
年
代
初
旬
か
ら
国

連
に
よ
っ
て
劣
化
が
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
用
語
集
に
記
載
す
る
。

59
そ
の
他

水
質

部
会

第
2

　
「
物
流
」
と
「
物
質
の
供
給
路
」
の
違
い
は
？

　
「
物
流
や
人
流
・
物
質
の
供
給
路
」
は
「
物
流
・
人
流
及
び
物
質
の
供
給
路
」
の
意
味
か
？
ど
ち
ら
が
良
い
？

第
2

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

60
そ
の
他

水
質

部
会

第
2の

1の
(2
)
　
「
等
」
が
多
く
，
読
み
づ
ら
い

第
2
の
1
の
(
2
)
　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

61
そ
の
他

水
質

部
会

第
2の

2の
(6
)
　
「
ふ
れ
あ
い
の
場
等
」
の
等
の
意
味
は
？
よ
く
分
か
ら
な
い
し
、
読
み
づ
ら
い
。

第
2
の
2
の
(
6
)
　
等
は
、
文
中
の
「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
や
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
」
の
後
半
部
分
を
意
味
し
て
い
る
た
め
、
削
除

し
な
い
。

62
そ
の
他

水
質

部
会

第
2の

3の
(2
)、

(4
)

　
「
か
ん
が
み
」
は
「
先
例
や
規
範
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
」
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
の
使
い
方
は
不
適
で
は

な
い
か
。
他
に
も
数
カ
所
見
ら
れ
る

第
2
の
3
の

(
2
)
、
(
4
)

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

63
そ
の
他

水
質

部
会

第
2の

4
　
「
推
進
に
努
め
る
こ
と
」
と
い
う
あ
や
ふ
や
な
目
標
に
な
っ
て
い
る
。
「
適
切
な
保
存
及
び
管
理
が
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
」
と
す
べ
き
。

第
2
の
4

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

64
そ
の
他

水
質

部
会

第
3

　
「
発
生
負
荷
」
と
は
何
が
？
汚
染
原
因
物
質
或
い
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ
負
荷
？
汚
濁
量
負
荷
？

第
3

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

65
そ
の
他

水
質

部
会

第
3

　
「
美
し
い
自
然
と
人
の
生
活
・
生
業
や
賑
わ
い
が
調
和
し
た
景
観
」
、
「
賑
わ
い
が
調
和
」
が
分
か
り
に
く
い

第
3

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

66
そ
の
他

水
質

部
会

第
3

　
「
主
体
」
と
は
「
集
団
・
組
織
・
構
成
な
ど
の
中
心
と
な
る
も
の
」
を
指
す
が
「
幅
広
い
主
体
」
と
い
う
表
現
は

適
切
か
。

第
3

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

67
そ
の
他

水
質

部
会

第
3

　
「
順
応
的
管
理
の
考
え
方
に
基
づ
く
取
組
」
と
言
う
の
が
理
解
し
に
く
い
。
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
で
き
る
か
？

第
3

　
用
語
集
に
記
載
す
る
。

68
そ
の
他

水
質

部
会

第
1の

3の
(3
)

の
ア

「
快
水
浴
場
百
選
」
は
「
海
水
浴
場
百
選
」

第
1
の
3
の
(
3
)

の
ア

　
2
0
0
6
年
に
環
境
省
が
「
快
水
浴
場
1
0
0
選
」
と
し
て
選
定

し
て
い
る
。
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69
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

1の
(1
)
　
ア
マ
モ
場
の
記
述
で
は
「
平
成
元
年
度
の
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
（
環
境
省
）
」
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
下
の

干
潟
の
と
こ
ろ
で
は
「
昭
和
53
年
・
・
」
「
平
成
元
年
・
・
」
「
平
成
7年

・
・
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
統
一
の
必
要

あ
り
。
財
政
年
と
暦
年
が
混
在
、
両
方
と
も
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
（
環
境
省
）
。

第
1
の
3
の
(
3
)
　
「
年
」
を
「
年
度
」
に
修
正

70
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

1の
(3
)
　
「
公
衆
の
適
正
な
利
用
」
と
は
？
意
味
不
明

第
3
の
1
の
(
3
)
　
海
岸
法
と
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

71
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

1の
(8
)
　
「
下
水
道
整
備
や
普
及
啓
発
の
結
果
」
を
「
下
水
道
整
備
や
環
境
保
全
意
識
の
普
及
啓
発
の
結
果
」
と
す
る
。

第
1
の
3
の
(
3
)

の
ウ

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

72
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

1の
(8
)
　
「
未
達
成
で
あ
る
。
湖
水
は
・
・
・
」
文
と
文
と
の
つ
な
ぎ
が
悪
い
。
「
未
達
成
で
あ
る
。
な
お
湖
水

は
・
・
・
」
と
し
た
ら
ど
う
か
。

第
1
の
3
の
(
3
)

の
ウ

　
意
見
の
と
お
り
修
正

73
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

2の
(2
)

の
キ

　
「
湾
・
灘
等
ご
と
」
と
い
う
言
い
方
は
不
自
然
に
感
じ
る
。
「
湾
・
灘
等
水
域
ご
と
」
で
は
ど
う
か
。

第
3
の
2
の
(
2
)

の
キ

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

74
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

2の
(3
)
　
計
画
案
全
文
に
見
ら
れ
る
が
「
等
」
が
多
す
ぎ
る
。
た
と
え
ば
1行

に
4個

出
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
「
カ
キ
殻
等
を
用
い
た
底
質
環
境
の
改
善
等
を
水
質
保
全
対
策
等
と
組
み
合
わ
せ
る
等
、
・
・
・
」

第
3
の
2
の
(
3
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

75
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

2の
(7
)

　
「
森
林
は
、
水
質
の
浄
化
及
び
水
源
涵
養
機
能
や
水
面
へ
の
陰
影
、
養
分
の
供
給
等
に
よ
っ
て
水
生
生
物
の
生
息

と
繁
殖
を
助
け
る
役
割
等
の
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
・
・
」
表
現
の
仕
方
が
少
し
気
に
な
る
。

「
森
林
は
、
水
質
の
浄
化
及
び
水
源
涵
養
機
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
水
面
へ
の
陰
影
、
養
分
の
供
給
等
に
よ
っ
て

水
生
生
物
の
生
息
と
繁
殖
を
促
進
す
る
機
能
も
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
・
・
・
」
で
は
ど
う
か
？

第
3
の
2
の
(
7
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

76
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

3の
(2
)
　
「
瀬
戸
内
海
の
沿
岸
地
域
及
び
島
し
ょ
部
に
お
け
る
草
木
の
緑
は
、
瀬
戸
内
海
の
自
然
景
観
を
構
成
す
る
重
要
な

要
素
で
あ
る
。
」
と
い
う
文
は
ｐ
8（

2）
に
も
あ
る
。
全
く
同
じ
内
容
の
文
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

第
3
の
3
の
(
2
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

77
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

3の
(2
)

の
エ

　
「
各
景
観
行
政
団
体
」
と
い
う
言
葉
は
あ
る
の
か
？
「
各
景
観
を
管
理
す
る
行
政
団
体
」
？

第
3
の
3
の
(
2
)

の
エ

　
用
語
集
に
記
載
す
る
。

78
そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

8の
(5
)
　
「
環
境
保
全
思
想
の
普
及
」
と
は
最
近
の
造
語
か
？
こ
れ
を
「
思
想
」
と
い
う
の
か
？
「
意
識
」
で
は
な
い
か
。

「
意
識
の
向
上
」

第
3
の
8
の
(
5
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

79
そ
の
他

水
質

部
会

第
4の

2の
表
2
　
「
里
海
」
が
出
て
く
る
が
，
こ
の
言
葉
は
市
民
権
を
得
た
と
言
え
る
か
。
ど
の
よ
う
な
も
の
か
注
釈
が
必
要
で
は

な
い
か
。
そ
の
定
義
に
白
石
島
の
海
洋
牧
場
や
日
生
の
ア
マ
モ
場
、
貝
殻
敷
設
に
よ
る
底
質
改
善
が
相
当
す
る
の
か

検
証
す
べ
き
。

第
3

　
用
語
集
に
記
載
す
る
。

80
そ
の
他

協
議

会
第
4の

2の
表
2

第
3の

2の
(1
)

第
2の

1の
(1
)

①
指
標
2
の
渡
り
鳥
飛
来
数
の
調
査
地
点
は
玉
島
で
は
な
く
て
真
備
で
、
内
陸
な
の
で
不
適
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

数
字
の
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。
②
図
10
の
公
共
用
水
域
の
類
型
指
定
の
状
況
（
CO
D
）
に
つ
い
て
、
玉
島
港
区
は

も
っ
と
北
側
で
は
な
い
か
。
③
第
２
の
１
の
(1
)
に
つ
い
て
、
「
必
要
に
応
じ
て
」
を
削
除
し
て
積
極
的
な
記
述
に
し

て
は
ど
う
か
。

第
4
の
2
の
表
2

第
1
の
3
の
(
2
)

第
2
の
1
の
(
1
)

　
①
、
②
に
つ
い
て
は
修
正
す
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
基
本

計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

81
そ
の
他

協
議

会
第
1の

4の
(5
)

ア
マ
モ
場
の
回
復
活
動
、
再
生
活
動
と
言
葉
が
2
種
類
あ
る
の
で
統
一
し
て
は
ど
う
か
。
例
に
あ
げ
て
も
ら
っ
て
い

る
備
前
市
が
漁
協
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
再
生
活
動
」
の
方
に
な
じ
み
が
あ
る
。

第
1
の
3
の
(
7
)

　
記
述
を
「
再
生
活
動
」
に
統
一
す
る
。

13



82
そ
の
他

協
議

会
第
1の

1

計
画
の
法
的
位
置
づ
け
が
明
確
で
無
い
。
１
セ
ン
テ
ン
ス
が
長
す
ぎ
、
内
容
が
理
解
し
が
た
い
。
例
え
ば
以
下
の

よ
う
に
修
正

こ
の
計
画
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
二
日
法
律
第
百
十
号
）
第
４
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
本
県
の
瀬
戸
内
海
の
区
域
に
お
い
て
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
し
定
め
る
府
県
計
画
と

し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
基
本
理
念
や
、
そ
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
瀬
戸
内
海

の
環

境
の

保
全

上
有

効
な

施
策

の
実

施
を

推
進

す
る

た
め

、
瀬

戸
内

海
の

沿
岸

域
の

環
境

の
保

全
、

再
生

及
び

創
出
、
水
質
の
保
全
及
び
管
理
、
自
然
景
観
及
び
文
化
的
景
観
の
保
全
、
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
の
確
保
等
に
関

し
、
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
と
な
る
べ
き
計
画
と
し
て
国
が
策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
検

討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
は
、
本
県
の
瀬
戸
内
海
の
区
域
に
お
い
て
、
海
域
の
実
情
に
応
じ
た
瀬
戸
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
し

実
施
す
べ
き
施
策
を
明
確
に
し
、
ま
た
、
実
施
す
る
施
策
を
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
点
検
す
べ
き
指
標
等
を

定
め
る
総
合
的
な
計
画
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
を
公
表
す
る
た
め
、
・
・
・
・
・
・
・
・

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
基
本
理
念

瀬
戸
内
海
が
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
に
お
い
て
も
比
類
の
な
い
美
し
・
・
・

第
1
の
1

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

83
そ
の
他

協
議

会
第
1の

4の
(3
)
　
写
真
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
「
瀬
戸
内
海
今
昔
写
真
展
資
料
集
」
等
の
方
が
良
い
の
で
は

第
1
の
3
の
(
4
)
　
写
真
提
供
者
の
岡
山
県
文
化
連
盟
の
指
示
に
よ
る
記
載
の

た
め
修
正
し
な
い
。

84
そ
の
他

協
議

会
第
1の

4の
(5
)
　
「
自
然
景
観
と
し
て
は
」
⇒
「
優
れ
た
景
観
地
域
と
し
て
は
」

　
「
日
生
諸
島
の
一
部
や
玉
野
市
金
甲
山
の
一
部
」
⇒
牛
窓
諸
島
等
が
落
ち
て
い
る

第
1
の
3
の
(
7
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

85
そ
の
他

協
議

会
第
3の

1の
(1
)

干
潟
面
積
＝
共
生
戦
略
と
合
わ
せ
て
は
？

第
1
の
3
の
(
3
)

ア
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

86
そ
の
他

協
議

会
第
4の

2の
表
2

岡
田
大
池
は
環
境
省
の
定
点
調
査
地
点
だ
と
す
れ
ば
、
旧
真
備
町
部
分
の
内
陸
部
で
不
適
で
は
？
岡
山
県
ガ
ン
カ

モ
調
査
地
点
で
沿
岸
部
の
も
の
を
選
定
し
た
方
が
良
い
。

第
4
の
2
の
表
2

第
4
の
3
の

指
標
2

　
意
見
の
と
お
り
修
正

87
そ
の
他

協
議

会
第
3の

1の
(3
)

瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
と
関
連
の
あ
る
記
述
と
な
っ
て
い
な
い
。
国
の
計
画
に
は
な
い
項
目
と
思
う
が
、
項
立
て

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
本
計
画
の
趣
旨
に
合
致
し
た
部
分
を
挙
げ
て
記
述
す
べ
き
。

第
3
の
1
の
(
3
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
、
海
岸
の
適
正
な
管
理
は
瀬
戸
内
海
の

人
が
利
用
す
る
豊
か
な
海
に
必
須
で
あ
る
旨
を
記
述
。

88
そ
の
他

協
議

会
第
3の

1の
(7
)
　
前
段
文
章
と
後
段
文
章
（
ほ
ぼ
国
の
記
述
ど
お
り
）
の
か
き
分
け
に
つ
い
て
わ
か
り
に
く
い
。
整
理
が
必
要
。

第
3
の
1
の
(
7
)
　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

89
そ
の
他

協
議

会
第
3の

2の
(7
)

国
の
計
画
に
は
な
い
項
目
と
思
う
が
、
森
林
の
適
切
な
管
理
と
瀬
戸
内
海
の
水
質
と
の
関
連
性
を
も
う
少
し
丁
寧

に
記
述
し
な
い
と
唐
突
な
感
じ
が
否
め
な
い
。

第
3
の
2
の
(
7
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

14



90
そ
の
他

協
議

会
第
3の

3の
(2
)

の
イ

計
画
の
趣
旨
は
「
瀬
戸
内
海
特
有
の
自
然
景
観
及
び
文
化
的
景
観
の
保
全
」
、
計
画
の
趣
旨
と
異
な
る
項
目
を
お

こ
す
必
要
は
無
い
の
で
は
。

第
3
の
3
の
(
2
)

の
イ

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

91
そ
の
他

協
議

会
第
3の

3の
(2
)

の
ウ

　
上
記
の
趣
旨
か
ら
、
一
般
的
な
記
述
で
は
な
く
計
画
の
目
的
に
そ
ぐ
う
記
述
と
す
べ
き
。

第
3
の
3
の
(
2
)

の
ウ

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

92
そ
の
他

協
議

会
第
3の

6
記
述
が
他
の
項
目
に
比
し
て
、
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
。
重
複
し
て
も
良
い
か
ら
、
水
質
の
保
全
・
管
理
の
記
述

を
参
考
に
内
容
を
充
実
す
べ
き
。

第
3
の
6

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

93
そ
の
他

協
議

会
第
3の

7
「

岡
山

県
離

島
振

興
計

画
等

に
基

づ
き

環
境

保
全

の
取

組
に

努
め

る
」

の
記

述
で

は
具

体
的

な
中

身
が

見
え

な
い
。

第
3
の
7

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

94
そ
の
他

協
議

会
そ
の
他

全
体
を
通
じ
て
、
「
連
携
」
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
上
で
、
ど

う
連
携
す
る
か
と
い
う
記
述
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

95
そ
の
他

協
議

会
第
1
の
4
の

（
3）

・
・
・
海
岸
に
漂
着
し
て
景
観
の
悪
化
、
利
用
の
支
障
と
な
っ
た
り
、
海
底
に
堆
積
し
て
水
産
業
に
影
響
を
及
ぼ

す
な
ど
・
・
・

⇒
・
・
・
海
岸
に
漂
着
し
て
景
観
の
悪
化
、
海
運
や
漁
業
操
業
の
支
障
と
な
っ
た
り
、
海
底
に
堆
積
し
て
生
態
系
や

漁
業
操
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
・
・
・

第
1
の
3
の
(
5
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

96
そ
の
他

協
議

会
第
1
の
4
の

（
4）

　
海
面
漁
業
の
対
象
種
と
し
て
は
、

⇒
漁
船
漁
業
の
対
象
種
と
し
て
は

第
1
の
3
の
(
6
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

97
そ
の
他

協
議

会
第
1
の
4
の

（
4）

　
「
県
内
の
沿
岸
に
は
、
県
内
産
業
の
中
核
を
な
す
・
・
・
、
海
上
交
通
網
が
形
成
さ
れ
て
い
る
」

⇒
（
水
産
業
等
の
状
況
と
は
、
直
接
関
係
し
な
い
表
現
で
あ
る
た
め
、
第
１
の
４
の
（
１
）
の
「
岡
山
県
の
海
域
」

に
移
し
し
て
は
ど
う
か
？
）

第
1
の
3
の
(
6
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

98
そ
の
他

協
議

会
第
1
の
4
の

（
5）

の
ア

　
ア
　
播
磨
灘

⇒
ア
　
播
磨
灘
北
西
部

第
1
の
3
の
(
7
)

の
ア

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

99
そ
の
他

協
議

会

第
2
の
1
の

（
1
）

第
3

の
1
の

（
1
）

（
2ヶ

所
）

　
砂
浜
⇒
海
浜

（
自
然
海
岸
に
は
、
砂
浜
だ
け
で
な
く
、
岩
場
な
ど
も
混
在
し
て
い
る
た
め
）

第
2
の
1
の

(
1
)
、
第
3
の
1

の
(
1
)

　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

10
0

そ
の
他

協
議

会
第
2の

2の
（
6）

　
・
・
・
水
質
が
良
好
な
状
態
で
・
・
・

⇒
・
・
・
水
質
環
境
が
良
好
な
状
態
で
・
・
・

第
2
の
2
の
(
6
)
　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

10
1

そ
の
他

協
議

会
第
2の

2の
（
7）

　
・
・
・
養
分
の
供
給
等
・
・
・

⇒
・
・
・
養
分
の
安
定
的
な
供
給
等
・
・
・

第
2
の
2
の
(
7
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

10
2

そ
の
他

協
議

会
第
2の

3の
（
2）

　
・
・
・
積
極
的
に
こ
れ
を
育
て
る
方
向
で
・
・
・

⇒
・
・
・
積
極
的
に
こ
れ
を
保
護
・
繁
殖
す
る
方
向
で
・
・
・

第
2
の
3
の
(
2
)
　
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
修
正
し
な
い
。

10
3

そ
の
他

協
議

会
第
3
の
1
の

（
1）

　
・
・
・
水
循
環
や
物
質
循
環
を
促
進
す
る
上
で
・
・
・

⇒
・
・
・
水
循
環
や
物
質
循
環
を
保
全
す
る
上
で
・
・
・

第
3
の
1
の
(
1
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

　
「
促
進
」
→
「
維
持
」

15



10
4

そ
の
他

協
議

会
第
3
の
1
の

（
7）

　
・
・
・
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
も
検
討
・
・
・

⇒
・
・
・
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
も
検
討
・
・
・

第
3
の
1
の
(
7
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

10
5

そ
の
他

協
議

会
第
3の

1の
（
2）

　
「
潮
干
狩
場
と
し
て
浅
口
市
寄
島
町
三
郎
島
」
を
「
浅
口
市
寄
島
町
青
佐
鼻
」
に
修
正
さ
れ
た
い

第
1
の
3
の
(
3
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

10
6

そ
の
他

協
議

会
第
3の

2の
(１

)

「
住
民
に
よ
る
廃
植
物
油
の
適
正
な
再
利
活
用
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
意
図
が
あ
っ
て
の
記
載
な

ら
良
い
が
、
住
民
主
体
で
の
再
利
活
用
は
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
廃
油
を
家
庭
排
水
に
流
さ
な
い
」
、
行
政

が
実
施
す
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
へ
の
提
供
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
住
民
に
よ
る
廃
食
用
油

や
調
理
く
ず
の
適
正
な
処
理
」
と
い
う
記
述
で
よ
い
。

第
3
の
2
の
(
1
)
　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

10
7

そ
の
他

協
議

会
第
3の

2の
(1
)
　
玉
島
港
区
の
位
置
が
間
違
っ
て
い
る
（
地
図
が
古
い
？
）
。
修
正
の
こ
と
。

第
1
の
3
の
(
2
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

10
8

そ
の
他

協
議

会
第
4の

2の
表
2

「
指
標
２

渡
り
鳥
の
飛
来
数
」
に
つ
い
て
、
対
象
と
し
て
い
る
岡
田
大
池
は
倉
敷
市
真
備
町
で
あ
り
、
瀬
戸
内

海
を
対
象
と
し
た
指
標
と
し
て
は
、
不
適
切
で
あ
る
。

ま
た
、
示
さ
れ
た
数
値
は
、
月
３
回
調
査
の
積
算
値
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

第
4
の
2
の
表
2

第
4
の
3
の

指
標
2

　
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正

10
9

そ
の
他

協
議

会
第
1
の
4
の

（
4）

「
国
際
拠
点
港
で
あ
る
水
島
港
」
と
あ
る
が
，
水
島
港
は
港
湾
法
に
お
け
る
「
国
際
拠
点
港
湾
」
で
あ
り
，
「
国

際
拠
点
港
」
と
い
う
言
葉
は
一
般
的
で
無
い
。

第
1
の
3
の
(
6
)
　
意
見
の
と
お
り
修
正

11
0

そ
の
他

協
議

会
第
1の

4の
（
5）

　
備
前
市
の
邑
久
の
塩
性
湿
地
→
瀬
戸
内
市
の
邑
久
の
塩
性
湿
地

第
1
の
3
の
(
3
)

の
ア

　
平
成
2
8
年
4
月
の
環
境
省
の
重
要
湿
地
見
直
し
に
伴
っ
て

修
正

11
1

そ
の
他

市
町

村
第
4
の
3
の

指
標
17

　
CO
Dに

単
位
を
入
れ
る
べ
き

第
4
の
3
の

指
標
1
7

　
意
見
の
と
お
り
修
正

11
2

そ
の
他

国
機

関
第
3の

2の
（
1）

エ
　
１
行
目
に
つ
い
て
は
以
下
の
修
正

　
河
川
等
に
お
い
て
は
、
多
自
然
護
岸
〈
以
下
修
正
な
し
〉

第
3
の
2
の
(
1
)

の
エ

　
意
見
の
と
お
り
修
正

11
3

そ
の
他

水
質

部
会

第
1の

4の
(5
)

ア
、
イ

日
生
諸
島
沖
、
倉
敷
市
沿
岸
部
で
浮
泥
が
堆
積
す
る
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
。
児
島
湾
で
は
湾
内
で
海
水
が
停
滞

し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
浮
泥
が
堆
積
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
日
生
諸
島
沖
、
倉
敷
市
沿
岸
部
で
は
潮
流
の
影

響
が
あ
っ
て
、
普
段
は
浮
泥
が
溜
ま
り
に
く
い
よ
う
で
す
の
で
、
今
回
の
現
象
は
一
過
性
の
も
の
か
、
何
か
重
大
な

環
境
問
題
な
の
か
関
心
が
あ
り
ま
す
。
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
そ
の
原
因
が
解
明
さ
れ
て
い
れ
ば
、
課

題
と
し
て
記
述
し
て
は
と
思
い
ま
す
。
も
し
未
解
明
で
し
た
ら
、
お
役
に
た
つ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
地
検
討
な

ど
の
機
会
が
あ
れ
ば
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
1
の
4
の
(
7
)

ア
、
イ

　
浮
泥
が
堆
積
す
る
原
因
は
不
明
。

　
県
水
産
研
究
所
で
は
底
質
の
改
善
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

実
施
し
て
い
る
が
、
底
質
悪
化
の
原
因
究
明
は
行
っ
て
い
な

い
。

　
意
見
を
水
産
研
究
所
に
伝
え
る
。

11
4

そ
の
他

水
質

部
会

第
3の

8の
(2
)
　
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
浮
泥
堆
積
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
追
加
し
て
は
と
思
い
ま

す
。

　
水
産
研
究
所
で
は
浮
泥
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

な
い
た
め
、
記
載
し
な
い
。

11
5

そ
の
他

協
議

会
第
3の

8の
(2
)

対
応
の
説
明
に
も
あ
っ
た
が
、
海
洋
生
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
「
定
期
的
に
調
査
を
す
る
」
と
い
う
旨

の
記
載
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

第
3
の
8
の
(
2
)
　
環
境
省
が
瀬
戸
内
海
全
体
を
対
象
に
行
う
調
査
へ
の
協
力

や
調
査
の
活
用
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
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